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　医療現場や汚物処理などの作業現場で、
安全で迅速に脱衣可能な防護服を共同研究
で開発し、製品化しました。

開発の背景
　2009 年に新型インフルエンザが世界的に流
行し、医療行為の迅速化が望まれました。そこ
で、安全性を考慮し、迅速に脱衣可能な防護服
の製品開発を行いました。

開発の経緯
　医療機関で脱衣手法のヒアリングを行い、脱
衣時に重要なことは汚染区域からの汚染物質の
飛散防止であることがわかりました（図１） 。
既製品防護服（図2）は前開き開口であるため、
汚染面をくるみながら脱衣することが難しいと
いう問題点がありました（図3） 。
　そこで、正しい脱衣方法が円滑に行えるよう
に背面に開口部を設け、左右の張力で開くファ
スナを使用した防護服を開発しました （図 4） 。

開発した製品の紹介
　既製品と脱衣時間を比較したところ、平均時
間と標準偏差では開発品で良好な結果が得られ
ました （表１） 。また汚染面の接触回数でも既製
品は平均6回、開発品では平均0回という結果
が得られ、汚染面を触れずに迅速な脱衣が可能
になりました。
　開発品の特徴は、汚染面をくるみながら安全
に脱衣できる点にあります。そのため、防護服の
生地である不織布を用途により変えることで、
防塵や汚物処理などの産業用途としての展開も
図り、製品化を行いました。
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図１　汚染区域

図４　開発した防護服
背面に左右の張力で開く開口部を設けた

図２　前開きの　　　
　　　既製品

図3　医療関係者の脱衣手法
くみながらの脱衣を行う様子

《サイズ展開・素材・カラー》
  Ｍ ：トップバスト79～87㎝
  Ｌ ：トップバスト86～94㎝
素材：キュプラ65%　ナイロン25%　ポリウレタン10%
カラー:モカ、ブラック、ピンク、ブルーグレー

表1　被験者（6名）による脱衣の平均時間と
　　　標準偏差


